患　者：〇〇隆一　男性　４３歳　会社員
初診日：９７年６月２５日
主　訴：せき、息切れ、多痰６か月
経　過：小学５年生より花粉症にかかる。毎年通院治療をしている。高校生の時にかぜをひき、薬を飲んで治ったが、鼻汁が多い・鼻汁は黄色く生臭いにおいがするなどの症状があり、耳鼻咽喉科にて慢性鼻炎と診断される。鼻が詰まったり、黄色で粘調な鼻汁が年中繰り返して出る。今年１月重度のインフルエンザにかかり入院した。入院中病状はますますひどくなり、発熱、痰が喉に詰まって胸が苦しい、息切れなどの症状がおこり、レントゲン検査と血液検査の結果、気管支喘息と診断された。１ケ月の入院治療でようやく症状が軽くなったが、抗生物質、気管支拡張剤などの投与のためか食欲が全くなくなって、頭がふらふらし、立ちくらみがひどい。また、皮膚の痒みや丘疹などの薬疹が出始めたので抗生物質をやめて、毎日栄養剤を点滴し１週間後退院した。その後よくなったり悪くなったりし、体が衰弱した。梅雨の季節、台風が来る前に気圧が低くなると胸が苦しい、痰が多く喉に詰まる、息ぎれがひどくなるなどの症状が出現。入院中経験した薬の副作用に対する恐怖感があるので、当院にて治療を受けたいと訪れた。
症　状：せき、多痰、１日中症状はあるが、朝の３時から５時にかけて時にひどく、胸悶、せきが止まらない、灰褐色の痰が多量に出る、目まい、立ちくらみが時々おこる、腰がだるく重く無力。軟便２～３回／日、尿７～８回／日。
既往歴：２年前に重度の自律神経失調症がおこる。現在もよく眠れない。時々睡眠薬を飲む。酒は35歳まで毎日飲んでいたが肝機能障害、中性脂肪が高いので現在はやめた。煙草10本／日。
検　査：脈：沈・細・小、尺部無力
　　　　舌苔：薄、舌質紅、少津
　　　　耳診：肝・腎区の暗紅色、肺区黒点
　　　　眼診：腎区の血管が細くなる
西医診断：気管支喘息、慢性鼻炎
